職種：保安管理　　職務：現場監督

【概要】

ビルディング内の秩序維持と安全を確保するための警備・巡回及び建物等に設置された防災・消防用設備点検を目的とした保安管理業務を管理・監督する仕事である。

【仕事の内容】

防犯、防火、防災に関する警戒業務のほか、門扉の開閉、訪問者の受付・案内、車両の出入チェック等の入退館管理、駐車場管理などさまざまな保安サービス業務、あるいは消防用設備管理など現場での統率・管理を行う。これらの業務は一括して業務を請負うケースが多いため、現場への適切な指導・指示と同時に、部門間における業務の連携・調整など全体の統轄管理が求められる。また、不具合点、問題が発生した場合は、現場における責任者としてすみやかに対応し総合的に適切な判断・改善策をくだす。

さらに、夜間の仕事や交代制勤務など不規則な仕事になりがちなため、健康管理や職場の安全確保に心掛けるなど、組織が円滑かつ効果的に運営できるよう努める。
【求められる経験・能力】
（1） 現場が防犯、防火、防災など危険な状況下で、責任者として非常時の対応を求められるため、人の生命や財産を守るという責任感と、緊急時にも冷静な対応のできる精神的な強靱さ、緊急時を想定した心構えが必要となる。

（2） 警備・防災知識・技術の幅広い知識の習得と同時に、現場での幅広い実務経験を積みながら、現場監督になるケースが一般的である。

（3） 管理監督職務は、部下や現場の従業員に指示を行ったり、指導・教育することも求められていることから、仕事上の知識・技能を正確に効率よく教える(伝達する)ための仕事の教え方、人の扱い方など、円滑な対人関係構築能力が求められる。
【関連する資格・検定等】

· 警備員指導教育責任者（１、２、３、４号）［都道府県警備業協会］
· 機械警備業務管理者［都道府県警備業協会］
· 消防設備点検資格者（特種、１種、２種）［財団法人 日本消防設備安全センター］
· 防火管理者（甲種、乙種）［所管の消防本部、消防署］
· 防火対象物点検資格者［財団法人 日本消防設備安全センター］
【労働省職業分類（小分類）との対応】

０７１　　その他の技術者

２３１　　会社の管理職員

４２３　　警備員




















































